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少
な
か
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
、
新
大
陸
か

ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
マ

ト
な
ど
と
共
に
サ
ツ
マ
イ
モ
が
伝
え
ら

れ
た
。
そ
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け
で
な

く
世
界
中
に
広
が
り
、
救

き
ゅ
う
こ
う
さ
く
も
つ

荒
作
物
と
し

て
多
く
の
人
々
を
救
っ
た
。

　

コ
ロ
ン
ブ
ス
が
伝
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ

は
「
バ
タ
ー
タ
ス
」
と
呼
ば
れ
、
南
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
イ
ン
ド
洋
沿
岸
、
中
国
、
日
本

へ
と
伝
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
新
大
陸
発
見

か
ら
一
世
紀
後
、
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
が
メ

キ
シ
コ
か
ら
グ
ァ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
至

る
太
平
洋
航
路
に
沿
っ
て
も
サ
ツ
マ
イ

モ
は
広
が
っ
て
い
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
語
で

「
カ
モ
テ
」
と
呼
ぶ
地
帯
で
あ
る
。

　

中
南
米
一
帯
の
イ
ン
デ
ィ
オ
は
「
ク

マ
ラ
」
と
呼
ぶ
。
言
わ
ば
源
流
で
、
ハ

ワ
イ
、
イ
ー
ス
タ
ー
島
な
ど
の
ポ
リ
ネ

シ
ア
の
島
々
に
、
イ
ン
デ
ィ
オ
か
ら
直

接
伝
播
し
た
地
帯
で
あ
る
。

東
洋
に
到
着

　
　
　
　

中
国
・
琉
球
（
沖
縄
）
へ

　

一
五
九
三
年
に
中
国
へ
。
中
国
で
は

サ
ツ
マ
イ
モ
を
朱あ

か
い
も藷

と
い
い
、
救
荒
作

物
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
。

　

琉
球
（
沖
縄
）
は
、
日
本
本
土
、
中

国
、
東
南
ア
ジ
ア
を
繋
ぐ
海
洋
交
易
国
。

進
貢
船
の
総
管
と
し
て
琉
球
と
中
国
を

往
来
し
て
い
た
野
國
総
管
は
、
こ
の
朱

藷
の
入
手
に
奔
走
。
一
六
〇
五
年
、
野

國
総
管
は
奔
走
の
末
、
中
国
の
福
建
か

ら
朱
藷
の
琉
球
持
ち
か
え
り
に
成
功
。

　

野
國
総
管
か
ら
作
付
方
法
を
聞
い
た

儀
間
村
地
頭
儀ぎ
ま
し
ん
じ
ょ
う

間
眞
常
は
、
生
涯
を
か

け
て
琉
球
に
広
め
て
い
っ
た
。
天
災
の

多
い
琉
球
で
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
は
大
い

に
重
用
、
琉
球
本
島
の
み
な
ら
ず
、
周

辺
の
島
々
に
も
伝
播
し
て
い
っ
た
。

日
本
各
地
へ
伝
播

　
　

救
荒
作
物
と
し
て
飢
饉
を
救
う

　

琉
球
（
沖
縄
）
に
サ
ツ
マ
イ
モ
が
伝

播
し
て
七
年
後
の
一
六
一
二
年
に
は
、

琉
球
国
王
が
九
州
薩
摩
国
（
鹿
児
島

県
）
に
種
子
島
を
通
し
て
献
上
。
十
年

後
の
一
六
一
五
年
に
は
長
崎
に
伝
わ
る
。

や
が
て
西
日
本
各
地
に
伝
播
す
る
が
、

享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
に
西
日
本

を
中
心
に
一
万
二
千
人
の
餓
死
者
を
出

し
た
「
享
保
の
大
飢
饉
」
前
後
に
は
急

速
に
広
が
る
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
飢
饉
か

ら
多
く
の
人
々
を
救
っ
た
。

　

九
州
で
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
「
唐か

ら
い
も芋

」

と
い
う
が
、
「
孝
行
芋
」
と
も
呼
ば
れ

る
。
親
孝
行
な
子
ど
も
た
ち
と
同
じ
く

ら
い
に
あ
り
が
た
い
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
ま
た
、
伝
え
た
人
に
感
謝
し
た
逸

話
が
多
く
残
る
。

　

瀬
戸
内
海
の
島
々
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を

伝
え
た
下

あ
さ
み
き
ち
じ
ゅ
う
ろ
う

見
吉
十
郎
は
「
芋
地
蔵
」
と

し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
享
保
の
大
飢
饉

で
は
、
松
山
藩
で
三
五
〇
〇
人
の
餓
死

者
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
瀬
戸

の
島
々
で
は
餓
死
者
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。

　

世
界
遺
産
石い

わ
み見

銀
山
の
あ
る
石
見
地

方
（
島
根
県
）
で
は
、
代
官
井い

ど
へ
い
ざ

戸
平
佐

衛え
も
ん
ま
さ
あ
き
ら

門
正
明
を
祀
る
「
井
戸
神
社
」
が
各

地
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
井
戸
代
官
は
、

自
ら
の
食
扶
や
私
財
を
領
民
に
与
え
る

一
方
、
飢
饉
対
策
に
サ
ツ
マ
イ
モ
導
入

を
計
画
、
流
出
禁
制
の
薩
摩
国
か
ら
サ

ツ
マ
イ
モ
を
入
手
、
作
付
を
奨
励
し
た
。

ほ
ど
な
く
「
享
保
の
大
飢
饉
」
。
サ
ツ

マ
イ
モ
と
代
官
所
の
蔵
米
（
年
貢
米
）

の
放
出
で
領
民
を
救
っ
た
。
井
戸
代
官

の
死
後
、
領
民
は
石
見
各
地
に
井
戸
代

官
を
祀
る
井
戸
神
社
を
建
立
し
た
。

青あ
お
き
こ
ん
よ
う

木
昆
陽
が
栽
培
を
進
言

　
　
　
　
　

飢
饉
へ
の
備
え
と
し
て

　

西
日
本
を
襲
っ
た
享
保
の
大
飢
饉
は
、

関
東
に
も
備
え
の
必
要
性
を
教
え
て
く

れ
た
。
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
、

青
木
昆
陽
は
幕
府
に
「
蕃ば

ん
し
ょ
こ
う

薯
考
」
を
著

し
、
救
荒
作
物
と
し
て
サ
ツ
マ
イ
モ
の

栽
培
奨
励
を
進
言
。
八
代
将
軍
の
許
し

が
で
て
、
馬

ま
く
わ
り加
村
（
千
葉
市
幕
張
）
や

不ふ
ど
う
ど
う

動
堂
村
（
九
十
九
里
町
）
で
試
作
し

成
功
。
そ
の
後
、
関
東
各
地
に
急
速
に

サ
ツ
マ
イ
モ
は
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
昆

陽
も
ま
た
、
後
世
、
馬
加
村
に
昆
陽
神

社
が
建
立
さ
れ
、
祀
ら
れ
て
い
る
。

い
る
。
江
戸
の
終
わ
り
、
早
や
特
産
品

と
し
て
の
評
判
は
定
着
し
た
よ
う
だ
。

近
代
に
な
っ
て
か
ら
の
努
力

　
　
　
　

赤あ
か
ざ
わ
に
へ
い

沢
仁
兵
衛
・
山
田
い
ち

　

サ
ツ
マ
イ
モ
特
産
化
の
努
力
は
明
治

時
代
に
な
っ
て
か
ら
も
続
く
。

　

明
治
初
期
、
福
原
村
（
現
川
越
市
）

の
赤
沢
仁
兵
衛
は
、
作
付
畝
を
高
く
す

る
こ
と
で
、
収
量
の
倍
増
に
成
功
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
仁
兵
衛
自
身
が
『
赤
沢

式
高
畝
法
』
と
し
て
書
物
に
ま
と
め
、

全
国
に
普
及
さ
せ
て
い
っ
た
。
な
お
、

仁
兵
衛
は
、
そ
の
高
畝
法
を
確
か
な
も

の
に
す
る
た
め
の
実
験
地
と
し
て
特
産

地
三
芳
の
畑
で
試
作
も
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
明
治
三
十
三
年
、
突
然
異
変

種
か
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
の
女
王
と
今
で
も

愛
称
さ
れ
る
ベ
ニ
ア
カ
を
発
見
普
及
し

た
の
が
木
崎
村
（
現
さ
い
た
ま
市
）
の

山
田
い
ち
で
あ
る
。
ベ
ニ
ア
カ
は
、
皮

の
赤
身
の
美
し
さ
と
実
が
き
れ
い
な
黄

色
、
ホ
ク
ホ
ク
感
と
品
の
良
い
甘
さ
か

ら
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
女
王
と
呼
ば
れ
、

昭
和
初
期
に
は
東
関
東
の
九
〇
％
の
畑

を
埋
め
尽
く
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
同
じ
ベ
ニ
ア
カ
で
も
三

芳
町
上
富
の
ベ
ニ
ア
カ
は
ホ
ク
ホ
ク
感
、

味
と
共
に
比
類
な
き
と
さ
れ
、
天
下
に

勝
る
サ
ツ
マ
な
し
と
評
判
で
あ
っ
た
。
開

拓
地
の
耕
作
土
を
、
農
業
者
た
ち
が
努

力
を
重
ね
サ
ツ
マ
イ
モ
に
適
し
た
畑
に

改
良
し
て
き
た
成
果
と
い
え
よ
う
。

吉
田
家
に
残
さ
れ
た
『
覚
書
聞
書
覚

帳
』
に
「
さ
つ
ま
い
も
作
り
始
め
の

事
」
と
し
て
「
寛
延
四
年
二
月
二
十
八

日
江
戸
木
町
河
内
屋
八
郎
衛
門
殿
世

話
に
て
、
ご
公
儀
の
許
し
を
得
、
上
総

国
志
い
津
村
（
現
市
原
市
）
の
長
十
郎

方
へ
弥
左
衛
門
を
遣
わ
し
種
芋
二
百
個

を
買
い
求
め
た
」
と
あ
る
。
購
入
の
た

め
の
路
銀
、
購
入
費
用
は
か
な
り
要
し

た
が
、
近
隣
の
村
々
に
も
分
け
ら
れ
、

武
蔵
野
の
台
地
帯
の
新
田
村
の
飢
え
を

救
っ
て
い
た
。

　

吉
田
弥
右
衛
門
、
弥や

ざ

え

も

ん

左
衛
門
親
子
の

英
断
な
し
に
は
、
三
芳
付
近
の
サ
ツ
マ

イ
モ
の
特
産
化
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。

　

吉
田
家
始
作
二
五
五
年
の
平
成
十
八

年
十
一
月
二
十
三
日
、
功
績
を
称
え
、

関
東
の
サ
ツ
マ
イ
モ
作
り
の
元
祖
で
あ

る
甘
藷
先
生
と
合
わ
せ
て
『
甘
藷
乃
神

（
い
も
の
か
み
）
』
と
し
て
祀
ら
れ
た
。

江
戸
時
代
後
期
、早
や
特
産
品
に

　
　
　
　
　

近
来
畑
方
第
一
の
作
品

 

文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
）
、
風
流
歌
人
独

笑
庵
立
義
は
紀
行
文
『
川
越
松
山
巡
覧

図
誌
』
で
、
三
富
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
「
富
の

い
も
」
と
し
て
味
の
良
さ
を
褒
め
称
え
て

い
る
。
こ
の
頃
、
す
で
に
江
戸
で
「
富
の
い

も
」
と
し
て
、
評
判
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

　

さ
ら
に
、
天
保
二
年
（
一
八
七
二
）

に
は
、
三
芳
付
近
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
江

戸
将
軍
家
青
物
役
所
に
商
人
を
通
さ
ず

生
産
者
が
直
接
納
め
る
こ
と
、
神
田
に

囲
所
を
設
置
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
、
青

物
役
所
に
納
品
す
る
サ
ツ
マ
イ
モ
の
保

管
と
直
売
が
許
さ
れ
た
。
神
田
囲
所
に

は
、
商
人
が
殺
到
。
こ
の
こ
ろ
、
甘
味

を
求
め
る
江
戸
町
人
に
焼
き
芋
が
大
流

行
し
た
。
三
芳
方
面
の
焼
き
芋
用
サ
ツ

マ
イ
モ
は
、
荷
が
川
越
舟
運
で
運
ば
れ

た
こ
と
か
ら
「
川
越
い
も
」
と
呼
ば
れ
、

ま
す
ま
す
評
判
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
安

政
二
年
（
一
八
五
九
）
の
記
録
に
は
、
三

芳
付
近
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
事
を
「
近
来

畑
方
第
一
の
作
物
」
と
書
か
れ
て
い
て

サ
ツ
マ
イ
モ
作
り
始
め
二
六
〇
年

　
　
　
　

南
永
井
村　

吉
田
弥
右
衛　

　

三
芳
付
近
で
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
作
付

開
始
は
、
昆
陽
が
作
付
成
功
後
、
僅
か

十
六
年
後
の
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
。

南
永
井
村
（
三
芳
町
隣
接
、
現
所
沢

市
）
の
名
主
吉よ

し

だ

や

え

も

ん

田
弥
右
衛
門
に
よ
る
。

サ
ツ
マ
イ
モ
の
来
た
道

三
芳
伝
来
二
六
〇
年
を
た
ど
る

ル
ー
ツ
は
中
南
米

　
　
　
　

一
万
年
前
か
ら
食
糧
に
！

　

サ
ツ
マ
イ
モ
の
原
産
地
は
中
南
米
メ

キ
シ
コ
か
ら
ペ
ル
ー
。
紀
元
前
八
千
〜

一
万
年
前
の
遺
跡
か
ら
炭
化
し
た
も
の

が
発
見
さ
れ
、
古
く
か
ら
食
料
に
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
の
後
、
紀

元
前
三
千
年
頃
に
は
中
南
米
一
帯
に
広

ま
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
頃
の
イ
ン
デ
ィ
オ

の
遺
跡
か
ら
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
模
倣
し
た

土
器
も
多
く
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

世
界
に
船
出

　
　
　
　

三
ル
ー
ト
を
通
り
世
界
へ

　

中
南
米
か
ら
世
界
中
に
広
が
る
き
っ

か
け
は
、
一
四
九
二
年
、
コ
ロ
ン
ブ
ス

が
新
大
陸
を
発
見
し
た
こ
と
に
よ
る
。

新
大
陸
発
見
は
様
々
な
恩
恵
を
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
も
た
ら
す
が
、
栽
培
食
糧
の

10

　

今
年
は
、
三
芳
地
域
サ
ツ
マ
イ
モ
伝
来
二
六
〇
年
に
あ
た
り
ま
す
。「
富
の
川
越
い

も
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
、
全
国
的
に
も
評
価
が
高
い
農
産
物
。
三
芳
地
域
に
サ

ツ
マ
イ
モ
が
ど
の
よ
う
に
伝
来
し
た
の
か
、
そ
し
て
、
ど
ん
な
努
力
に
よ
っ
て
特
産
化

し
て
き
た
の
か
、
そ
の
歴
史
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
紹
介
し
ま
す
。

「昆陽神社」（千葉市幕張地区）

上富のサツマイモ畑は日本一長い！

「芋之神の社」
（三富新田内・神明神社境内）

サツマイモの呼び名と世界への伝播図
『芋地蔵巡礼』国書刊行会より出典

芋代官　井戸平左衛門は
「井戸神社」に祀られる

「
大
き
い
よ　

思
わ
ず
に
っ
こ
り
」

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
体
験
よ
り

町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は

企
画
展

　

サ
ツ
マ
イ
モ
の
来
た
道

三
芳
伝
来
二
六
〇
年
を
た
ど
る

　

十
月
一
日
〜
十
二
月
十
八
日
ま
で

開
催
し
ま
す
。
是
非
、
見
学
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
。

Z　

歴
史
民
俗
資
料
館


（
２
５
８
）
６
６
５
５

十
月
十
五
日

に
は

「
世
界
一
の
い
も
掘
り
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
！

詳
し
く
は
２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


